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健康長寿を支える老年歯科の誇りと決意
〇水口 俊介1 （1. 一般社団法人日本老年歯科医学会理事長 第31回学術大会（学会設立30周年記念大会）大会長）

【略歴】 

1987年： 

東京医科歯科大学大学院歯学研究科　修了 

1989年： 

東京医科歯科大学歯学部高齢者歯科学講座 助手 

2001年： 

米国ロマリンダ大学歯学部Visiting Research Professor 

2008年： 

同大学大学院医歯学総合研究科全部床義歯補綴学分野教授 

2013年： 

同大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野教授

 
2020～2021年度に理事長を務めさせていただく水口俊介です。このタイトルは私が大会長である第31回学術大

会（学会設立30周年記念大会）のテーマですが、まさに誇りと決意をもってこの2年の任期を務めさせていただき

たいと思います。 

　一昨年の10月に日本歯科医学会の要請により「2040年への歯科イノベーションロードマップ」を本会から提出

いたしました。そこには本会の使命である「健康長寿社会への貢献」を支える3本の柱、すなわち「口腔健康管理

の確立」、「地域包括システムにおける歯科」、「終末期医療への対応」があり、それらが様々な学術的知見の

確立や新技術開発に立脚しており、それらの構図の実現が本会の使命である、とさせていただきました。ま

た、理事長の抱負として学術活動のさらなる活性化、歯科保険へのアプローチ、国際交流の推進、専門医制度の

推進、地域歯科医療への貢献　の5項目を上げさせていただきました。 

　学術活動のさらなる活性化については、本会が提案した「口腔機能低下症」に関するエビデンスをさらに整備

すること、「認知症」「歯科訪問診療」など、たいへんエビデンスの作りにくいテーマについても取り組むこ

と、そしてそれらは学会の集約的な議論でアシストするような形で、研究計画を立案することが肝要と思われま

す。それには学術委員会および厚生労働省委託事業特任委員会で導入したクラウドシステム（ JSG-cloud）を効果

的に運用するのが良いと考えています。エビデンスの少ない状態で高齢者歯科医療、在宅歯科診療に臨むことは

丸腰で戦（いくさ）をするようなものです。多くの武器をエビデンスとしてあるいはガイドライン、臨床指針と

して本会から発信したいと思います。 

　現在、歯科の専門医制度について議論が進んでおります。いまだ先が完全に見通せない状態ですが、すでに本

学会の認定医・専門医制度は充実したものになっております。この本会の制度は、議論の途中ではありますが総

合歯科診療専門医の中に入る可能性があります。ただ「総合歯科診療専門医」は老年歯科専門医です（といって

も過言ではありません）。本会の活発な活動によって「総合歯科診療専門医」＝「老年歯科診療専門医」にして

ゆきたいと考えています。 

　上記の事項だけでなく地域医療、国際交流など日本老年歯科医学会が取り組まねばならないことが多くありま

す。時間の関係ですべてをご紹介することはできませんが、みなさまのお力をお借りしこれらの仕事を達成して

ゆきたいと考えますので、なにとぞよろしくお願い申し上げます。


